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静
岡
県
知
事
の
川
勝
平
太
氏
が
、

県
庁
新
人
職
員
の
訓
示
で
職
業
差

別
と
受
け
取
ら
れ
る
発
言
を
し
て

４
期
15
年
で
知
事
の
座
を
辞
す
る

ら
し
い
。度
重
な
る
発
言
も
あ
り
、

年
貢
の
納
め
時
と
判
断
さ
れ
た
よ

う
だ
▼
14
年
前
、
静
岡
市
へ
同
僚
参

議
の
応
援
に
駆
け
参
じ
、
川
勝
知
事

と
初
め
て
名
刺
を
交
換
し
た
。知
事

も
応
援
に
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
そ
の
挨

拶
で
「
今
日
は
わ
ざ
わ
ざ
北
海
道
か

ら
峰
崎
参
議
院
議
員
が
応
援
に
駆

け
付
け
ら
れ
た
。こ
れ
で
負
け
る
こ

と
は
な
い
」
と
い
っ
た
最
大
限
の
褒

め
言
葉
を
頂
戴
し
て
恐
縮
し
た
▼

一
連
の
川
勝
氏
の
発
言
を
見
る
と
、

そ
の
場
に
い
る
方
が
喜
び
そ
う
な
言

葉
が
と
っ
さ
に
出
て
く
る
よ
う
で
、

上
か
ら
目
線
と
か
職
業
差
別
と
か

い
う
観
点
は
後
景
に
追
い
や
ら
れ
る

よ
う
だ
▼「
習
い
性
」だ
ろ
う
が
、
４

期
も
知
事
に
選
ば
れ
て
い
る
わ
け

で
、
何
と
も
よ
く
理
解
で
き
な
い
学

者
出
身
の
知
事
で
あ
っ
た
。一
番
喜

ん
で
い
る
の
は
Ｊ
Ｒ
東
海
関
係
者

で
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
開
通
へ
の
道
が

開
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。（
峰
）

道
内
先
行
中
小
は
１
万
２
０
９
７
円（
４
・
７
％
）

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

春
闘 

連
合
が
第
３
回
中
間
集
計（
４
月
２
日
現
在
）

　

連
合
は
４
月
４
日
、
２
０
２
４

年
春
闘
の
第
３
回
中
間
集
計
（
４

月
２
日
時
点
）を
発
表
し
ま
し
た
。

基
本
給
を
底
上
げ
す
る
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
と
定
期
昇
給
を
合
わ
せ
た
賃

上
げ
額
は
、
前
年
同
期
比
４
９
２

３
円
増
の
月
１
万
６
０
３
７
円
。

平
均
賃
上
げ
率
は
前
年
同
期
比

１
・
54
ポ
イ
ン
ト
増
の
５
・
24
％

で
し
た
。

　

組
合
員
３
０
０
人
未
満
の
中
小

組
合
は
賃
上
げ
額
が
３
５
４
３
円

増
の
月
１
万
２
０
９
７
円
、
賃
上

げ
率
が
１
・
27
ポ
イ
ン
ト
増
の
４
・

69
％
で
し
た
。

道
内
１
０
０
人
未
満
は
３
％
台

　

一
方
、道
内
の
賃
上
げ
額
は
前
年

同
期
比
３
８
３
３
円
増
の
月
１
万

２
７
４
８
円
。中
小
に
限
る
と
、
４

４
８
８
円
増
の
月
１
万
１
４
３
１

円
、
賃
上
げ
率
は
１
・
44
ポ
イ
ン

ト
増
の
４
・
７
％
で
、
全
国
と
同

水
準
と
な
り
、
連
合
北
海
道
は
小

売
業
や
自
動
車
販
売
業
が
押
し
上

げ
た
と
分
析
し
て
い
ま
す
が
、全
国

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
他
業
種
参
入
な
ら
ハ
イ
・
タ
ク
業
界
の
脅
威
（
３
面
）／
臨
時
総
会
開
催
（
４
面
）

　北海道商工連盟と同協同組合の令和 6 年

度定期総会・同通常総会を下記の日程で開

催しますので多数ご出席ください。

午前 10時～ 12 時
ホテルポールスター札幌　（札幌市中央区北 4西 6）

６月27日（木）

定期総会・通常総会のお知らせ



（２）

●イオン北海道

□ 月例賃金 総額 17,842 円・ 6.54％（総額

14,204 円・5.47%）

□ 時間給労働者 時給 7７.1 円増・7.02%

　　　　　　　　　　（時給 72 円増・7.01％）

●日糧パン

□ 月例賃金 定昇 + ベア 7,164 円（2,000 円）

  総額 10,559 円（5,500 円）

●アレフ

□ 月例賃金 総額 21,496 円・6.54％

□ 時間給労働者 時給 70 円増・6.34%

　　　　　　　　　　（時給 50 円増・4.76％）

●札幌通運 

□ 月例賃金 15,000 円（13,700 円）

□ 夏季一時金 535,000 円（500,000 円）

□ その他  インターバル９時間

●北海道通運

□ 月例賃金 乗務員 2,479円【ベア1,000円含む】

  その他 3,156 円【ベア 1,000 円含む】

□ 夏季一時金 乗務員  70,000 円

  その他 350,000 円

□ その他  休日割増率３６％

●JR 北海道 

□ 月例賃金　　　　　定昇 5,773 円（5,739 円）+ ベア

　　　　　　　　　　1,500 円　（1,000 円）

　　　　　　 　　　　総額の引き上げ率 2.68％（2.54%）

●パナソニックスイッチングテクノロジーズ

□ 月例賃金 ベア 13,000 円の水準改善

□ その他  企業内最低賃金 月額 8,100 円増

●道内組合規模別賃上げ状況

　
組合規模

　　　集計　　対象組合　　  加重平均妥結額　　         昨年実績額　　　       
昨年比

                      組合数　　  人数　　   ( 定昇・ベア込み )　        （定昇・ベア込）

300 人未満　 72 組合　  7,462 人　11,431 円 (4.70％)　  6,943 円 (3.26％)　4,488 円 (1.44％)

300 人以上　 29 組合　31,412 人　13,014 円 (4.73％)　  9,237 円 (3.34％)　3,777 円 (1.39％)

      計　      101 組合   38,874 人   12,748 円 (4.72％)     8,915 円 (3.33％)   3,833 円 (1,39％)

＜2024 春闘 道内の主な妥結情報＞ 

＊金額は組合員一人平均。（ ）内は昨年実績
＊労組名のみは妥結内容未発表 

  （2024 年 4 月 5 日までの 連合北海道発表より抜粋）

の
平
均
賃
上
げ
率
の
５
％
台
に
は

届
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

道
内
の
１
０
０
人
未
満
の
組
合

は
依
然
３
％
台
で
、
人
件
費
の
価

格
転
嫁
が
で
き
て
い
な
い
状
況
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
時
点
で
、連
合
は
全
国
で
賃

金
改
善
を
要
求
し
た
４
８
４
２
組

合
の
う
ち
、
約
半
数
の
２
３
６
２

組
合
が
妥
結
。連
合
北
海
道
も
94

組
合
の
う
ち
半
数
ほ
ど
の
１
０
１

組
合
が
妥
結
し
て
い
ま
す
。

●東芝ホクト電子

□ 月例賃金 ベア 10,000 円の水準改善

□ その他  企業内最低賃金 月額 9,000 円増

●北海道キッコーマン

□ 月例賃金 総額 13,075 円・4.57％

□ 夏季一時金 2.05 ヶ月

【自動車総連】

●トヨタ自動車北海道 ※満額回答

□ 月例賃金 総額 16,000 円・5.53％

□ 一時金  年間 5.6 ヶ月

●デンソー北海道労  ※満額回答

□ 月例賃金 総額 15,000 円・5.66％

□ 一時金  年間 5.4 ヶ月

●札幌トヨタ

□ 月例賃金 総額 14,196 円・5.08％

□ 一時金  年間 4.2 ヶ月

●サッポロドラッグストアー

□ 月例賃金 総額 13,325 円・4.55％

　　　　　　　　　　 （総額　1,528 円・4.01％）

□ 時間給労働者 時給 64.87 円増・6.42%

　　　　　　　　　　 （時給 42.94 円増・4.47％）

●北雄ラッキー ※契約労働者は４月２日紹介

□ 月例賃金 総額 13,279 円・4.19％

　　　　　　　　　　 （総額 7,811 円・2.51％）

□ 時間給労働者 時給 42.2 円増・4.27%

                              （時給 26.83 円増・2.84％）

□ 契約労働者 月給 8,000 円・3.4％

                              （月給 5,790 円・2.51％）

●ツルハ

□ 月例賃金 総額 10,349 円・3.25％

□ 時間給労働者 時給 46 円増・4.32%　　以　　上

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）



３
　

二
種
免
許
を
持
た
な
い
一
般
ド

ラ
イ
バ
ー
に
、
マ
イ
カ
ー
で
の
営
業

運
転
を
認
め
る
日
本
版
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
が
４
月
８
日
東
京
都
内
で
始

ま
っ
た
。従
来「
白
タ
ク
」と
し
て
禁

止
し
て
き
た
も
の
を
、タ
ク
シ
ー
が

不
足
す
る
曜
日
や
時
間
だ
け
に
限

定
し
て
解
禁
す
る
も
の
だ
。

　

今
回
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
運

転
手
を
雇
用
し
、
研
修
や
勤
務
管

理
な
ど
を
す
る
点
が
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
先
進
地
の
米
国
な
ど
と
大
き
く

違
う
。例
え
ば
米
国
の
ウ
ー
バ
ー

社
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

で
客
と
ド
ラ
イ
バ
ー
を
仲
介
す
る

だ
け
で
、
車
の
運
行
に
関
与
し
な

い
。だ
か
ら
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
責

任
は
全
て
ド
ラ
イ
バ
ー
が
負
う
こ

と
に
な
る
。

　

で
も
、
利
用
者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
専
用
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
乗
り

場
所
と
行
き
先
を
予
約
し
、
事
前

に
決
ま
る
料
金
を
降
車
時
に
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
で
決
済
す
る
と
い
う
仕

組
み
は
ど
ち
ら
も
同
じ
だ
。

一
気
に
全
国
に
広
が
る
動
き

　

こ
の
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、

今
後
、京
浜
地
区
、名
古
屋
、京
都

市
域
で
始
ま
り
、
５
月
か
ら
は
札

幌
を
は
じ
め
仙
台
、さ
い
た
ま
、
千

葉
、大
阪
、神
戸
、広
島
、福
岡
の
８

市
を
含
む
地
区
で
解
禁
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
利
用
法
が
広
ま
る
の

は
自
然
な
流
れ
だ
が
、
タ
ク
シ
ー

業
界
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
だ
。

　

２
０
２
３
年
12
月
20
日
に
策
定

さ
れ
た
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
行
財
政

改
革
会
議
の
中
間
取
り
ま
と
め

は
、タ
ク
シ
ー
事
業
者
以
外
の
者
が

「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
を
行
う
こ
と

を
位
置
付
け
る
法
律
制
度
に
つ
い

て
、
２
０
２
４
年
６
月
に
向
け
て

議
論
を
進
め
て
い
く
」と
し
た
。

米
国
で
は
客
奪
わ
れ
て
廃
業
も

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
こ
こ
10
年
ほ

ど
で
世
界
に
市
場
を
広
げ
て
き

た
。米
国
で
は
、
タ
ク
シ
ー
よ
り
料

金
が
少
し
安
い
の
で
利
用
者
が
激

増
。参
入
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増

え
た
が
、
タ
ク
シ
ー
会
社
は
客
を

奪
わ
れ
て
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
、プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
失
業
し
た
。

　

他
の
先
進
国
は
ど
う
か
。タ
ク
シ

ー
政
策
議
員
連
盟
（
辻
本
清
美
会

長
）の
資
料（
２
０
２
３
年
10
月
27

日
）に
よ
る
と
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）

加
盟
国
や
韓
国
な
ど
で
は
、こ
の
よ

う
な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
タ
ク
シ
ー
は

走
っ
て
い
な
い
。い
っ
た
ん
は
営
業

し
た
が
、
多
く
は
政
府
の
規
制
強

化
や
裁
判
で
禁
止
さ
れ
た
。だ
か

ら
ウ
ー
バ
ー
な
ど
の
ア
プ
リ
で
配

車
さ
れ
る
車
両
は
、
国
が
認
可
し

た
タ
ク
シ
ー
や
ハ
イ
ヤ
ー
に
限
ら

れ
て
い
る
。先
進
国
で
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
38
カ
国
で
、
こ
の
時
点
で

全
面
解
禁
さ
れ
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
車
両
が
走
っ
て
い
る
の
は
８
カ
国

だ
け
だ
。

事
故
保
証
は
ど
う
な
る
の
か

　

今
回
導
入
に
あ
た
っ
て
特
に
問

題
に
な
っ
た
の
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社

に
雇
用
さ
れ
な
い
運
転
手
が
、
事

故
を
起
こ
し
た
際
、
責
任
も
全
て

負
う
仕
組
み
に
つ
い
て
だ
っ
た
。安

全
管
理
や
保
険
加
入
、
税
金
の
支

払
い
な
ど
も
一
切
が
ド
ラ
イ
バ
ー

の
責
任
と
い
う
の
で
は
安
心
し
て

利
用
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
日
本
が
導
入
し
た
制

度
は
、Ｅ
Ｕ
諸
国
の
よ
う
に
運
行

は
タ
ク
シ
ー
会
社
が
行
う
も
の
で
、

損
害
賠
償
能
力
は
対
人
８
０
０
０

万
円
以
上
、
対
物
２
０
０
万
円
以

上
の
任
意
保
険
・
共
済
の
加
入
を

条
件
に
し
、ま
た
、車
両
の
定
期
的

な
整
備
点
検
も
運
行
許
可
の
条
件

に
し
て
い
る
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
は
直
近

２
年
間
が
無
事
故
で
、
か
つ
運
転

免
許
の
停
止
処
分
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
や
犯
罪
の
危
険
は

　

で
は
懸
念
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
犯
罪
増
加
の
心
配
は
な
い

の
か
。米
国
ウ
ー
バ
ー
社
と
、
日
本

の
タ
ク
シ
ー
を
比
べ
た
２
０
２
０

年
の
数
字
が
あ
る
。衆
議
院
国
土

交
通
委
員
会
（
２
０
２
３
年
３
月

22
日
）の
政
府
答
弁
だ
。輸
送
回
数

は
ウ
ー
バ
ー
が
６
・
５
億
回
で
日

本
が
５
・
６
億
回
。交
通
事
故
死

は
ウ
ー
バ
ー
42
人
、
日
本
16
人
。性

的
暴
行
は
ウ
ー
バ
ー
９
９
８
件
、

日
本
19
件
だ
っ
た
。米
国
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
が
被
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス

も
多
発
し
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
面
は
タ
ク
シ
ー
会
社

に
研
修
な
ど
を
義
務
付
け
、
犯
罪

の
危
険
は
、
日
本
の
治
安
の
良
さ

と
、
利
用
者
が
付
け
た
ド
ラ
イ
バ

ー
の
評
価
が
ア
プ
リ
に
表
示
さ
れ

る
の
で
評
判
の
悪
い
ド
ラ
イ
バ
ー

は
淘
汰
（
と
う
た
）さ
れ
る
か
ら
心

配
は
少
な
い
と
い
う
。

異
業
種
参
入
解
禁
ど
う
な
る
？

　

タ
ク
シ
ー
業
界
で
は
、
人
手
不

足
解
消
へ
の
限
定
し
た
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
に
は
容
認
論
が
あ
る
が
、
他
事

業
者
の
参
入
に
つ
い
て
は
、
本
年
６

月
に
向
け
て
議
論
を
進
め
る
こ
と

に
強
い
不
安
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
格
好

の
投
資
先
だ
と
い
う
見
方
が
投
資

家
に
広
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

海
外
で
は
年
平
均
20
％
の
ス
ピ

ー
ド
で
市
場
が
拡
大
し
て
い
る
と

い
う
。２
０
１
３
年
に
ウ
ー
バ
ー
ジ

ャ
パ
ン
が
東
京
に
事
務
所
を
開
設

し
て
か
ら
、
楽
天
の
三
木
谷
浩
史

東
京
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
開
始
、札
幌
は
５
月
解
禁

他
業
種
参
入
な
ら
タ
ク
シ
ー
に
脅
威

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）



（４）
　

第
50
回
道
商
工
連
臨
時
総
会
と

第
49
回
同
協
同
組
合
臨
時
総
会
を

３
月
15
日
、
書
面
議
決
で
開
催
し
、

会
計
監
査
と
監
事
各
２
名
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、道
商
工
連
の
会
計
監
査

と
、同
協
同
組
合
の
監
事
を
務
め
る

次
の
お
二
人
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
、欠
員
が
生
じ
た
た
め
で
す
。

　

山
崎
晴
生
氏
（
２
０
２
３
年
10

月
12
日
逝
去
）

　

夏
井
不
二
江
氏
（
２
０
２
４
年

１
月
６
日
逝
去
）

　

役
員
選
考
は
、
道
商
工
連
と
同

協
同
組
合
と
も
、次
の
手
順
で
行
い

ま
し
た
。

氏
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
氏

が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
企
業
に
出
資
し
て

推
進
を
提
唱
。国
家
戦
略
特
区
諮

問
会
議
で
竹
中
平
蔵
氏
ら
が
過
疎

地
で
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
提
唱
。経

済
同
友
会
も
解
禁
論
を
発
表
し
て

い
る
。着
手
さ
え
す
れ
ば
、
制
度
は

い
つ
で
も
変
え
ら
れ
る
。投
資
マ
ネ

ー
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
手
中
に
納

大
盛
と
俺
に
言
わ
せ
て
娘
食

うあ
あ
い
や
だ
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に

セ
ル
フ
レ
ジ

利
子
壱
円
青
色
申
告
し
ま
し

た
よ

解
約
が
な
ん
と
か
で
き
て
お

茶
を
飲
む

い
つ
振
り
と
聞
い
た
返
事
が

久
し
振
り

こ
の
服
は
お
ば
ち
ゃ
ん
ぽ
い
と

母
米
寿

永
遠
に
後
悔
し
そ
う
不
老
不

死 原
発
は
今
さ
え
良
け
り
ゃ
い

い
電
源

娘
が
言
っ
た
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス

ど
ん
な
犬
？

だ
ん
だ
ん
と
無
口
に
な
っ
て
い

く
キ
ャ
デ
ィ

あ
の
頃
の
短
所
そ
の
ま
ま
ク

ラ
ス
会

や
れ
や
れ
も
か
な
り
混
じ
っ
て

い
る
拍
手

天
ぷ
ら
は
揚
げ
て
る
音
も
味

の
う
ち（

毎
日
新
聞「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」よ
り
）

　

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合
定

款
第
33
条
第
４
、５
、６
項
目
に
準

じ
、
選
考
委
員
に
井
上
博
己
副
会

長
・
協
同
組
合
副
理
事
長
を
選
出

し
、次
の
二
名
を
推
薦
。

　

永
井
良
則
氏
（
株
）エ
ー
イ
ー
テ

ッ
ク
　

村
田　

仁
氏　

員
外
（
元
北
海

道
労
働
金
庫
副
理
事
長
）

　

お
二
人
を
書
面
議
決
で
選
任
し

ま
し
た
。

　

選
任
さ
れ
た
お
二
人
の
任
期

は
、
同
定
款
26
条
第
２
項
の
定
め

に
準
じ
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と

な
り
ま
す
。

道
商
工
連
、同
協
同
組
合（
３
月
15
日
）

臨
時
総
会
で
会
計
監
査
と
監
事
各
２
名
選
出

め
、
二
種
免
許
制
度
も
廃
止
し
て

市
中
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
ダ
ブ
ル
ワ

ー
ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
増
や
せ
ば
タ

ク
シ
ー
会
社
は
成
り
立
た
な
い
。

　

か
つ
て
、タ
ク
シ
ー
、バ
ス
、
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
の
規
制
緩
和
が
激
烈
な

過
当
競
争
と
、
低
賃
金
構
造
を
も

た
ら
し
た
苦
い
体
験
が
経
営
陣
の

脳
裏
に
浮
か
ん
で
い
る
。（
青
）

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）


